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風早北部地域ふるさと協議会 
 

今秋の地域防災訓練（協議）が 
本格的にスタートしました 

去る７月２７日に開催した第３回防災活動意見交換会にて、今年度の地域防災訓練が本格的

に始動しました。その後の今月下旬の同会議で継続協議されます。 

各団体、並びに各避難所学校関係者との協議、調整を経て、それぞれの団体や避難所にて、住

民参加型訓練が実施されます。その日程や実施内容は次号でご案内しますので、住民の皆さんは

奮ってのご参加をお願いします。 

ちなみに、当会が当地域の住民や団体役員の皆さんへ推奨している具体的な訓練は以下のと

おりの（６月２９日の防災講習会第１部で紹介をしました）内容です。 

住民世帯個々での 
「シェイクアウト訓練」をお願いします 

地震発生直後の身の安全を確保する重要な行動の訓練です。震災後の揺れで大

きな怪我をすることで、その後の避難行動にも影響します。助かる命が助からない

ことに繋がります（当風早北部地域には総合病院がなく、

医師や看護師がこの地域から居なくなることで、怪我の

治療が遅れ、命を無くしてしまうリスクがかなり高まり

ます。この問題に柏市が真摯に解決を目指す様相には当

面ありません。市行政への期待はこの際諦めましょう）。 
 

地域住民の安否確認を実施しましょう 
未確認世帯を極力最小限にすることが重要です 

安否確認を町内で組織的に行っていますか？各世帯ま

かせでは、災害本番時には惨憺たる悲惨な状況が目に浮

かびます。実施していない組織では、それを覚悟されてい

ますか？ 

風早北部地域を含む旧沼南町には、各地域団体（町会や

自治会）の活動拠点となる「ふるさと会館」「集会施設」

「ココロ合せ♡チカラ合せ」 

防災ネットしょうなん 

向日葵はわが街のシンボル 

あなたとご家族の生命を守る知見を備えましょう 

BOSAI Never Ending Tension~終わりなき緊張感 



防災ネットしょうなん第９３号 

を独自に所有・管理する団体が非常に限定的です。そのため、日常での防災活動に

も制約が生じています。 

是非、各団体で防災拠点（建物以外では、市民公園を住民の一時的集合場所）を

定めそこに地域の拠点を構え、行政との連絡ポイントにする（そのためのテントの

確保1などを優先的に検討する）ことが推奨されます。 
 

避難所までの移動訓練を 
より多くの住民の皆さんで体験しましょう 

大災害時に避難所までの避難経路が必ずしも安全とは限りません。避難路の安

全性を確認するまでは一時的な地域内の避難場所（前述の連絡ポイントもこれに

当てはまります）を定め、これを平時から住民で共有し

ておくことが重要です。 

各学校の避難所運営は、市行政（市役所職員）や学校管

理者が担当するのではありません。避難所では誰かがお

世話をしてくれるとの思いを先ずは捨てましょう。避難

した住民による協議合意と自治で運営されることが基本

と考えましょう。在宅避難者への避難場所からの支援も

考慮しておく必要があります。 

各家庭で災害避難時の、非常持出品（食料や飲料水を含みます）は用意されてい

ますか？ 避難所に行けば何かあるはず、もらえるはずとの期待は今すぐ捨てて

ください。 
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乗り越えるべき課題が多い市の総合防災訓練 

柏市の今年度総合防災訓練の概要案が今年５月２５日に私どもの前に大筋で明らかにさ

れました（第１回防災活動意見交換会での市防災安全課からの報告より）。 

それによりますと、訓練の大筋は今年９月２１日にアリオ柏を会場に、買い物や遊興で来

場した家族連れを主な参加対象にしたもので、一般の市民向け防災意識向上といった初期の

防災活動や従前の訓練スタイルのままの内容と予想されます。これでは、災害本番を意識し

た本格的訓練の実現には程遠いとの印象が拭えません。市職員自体に、緊張感を持った規模

の大きな訓練の実体験が皆無であることも含め、その中身には大きな課題を孕んでいるもの

と感じます。残念ながらこれでは到底４３万市民の命を大規模災害から守り抜ける力はかな

り厳しいとの評価を認めざるをせざるを得ません。 

いまから十数年前に当風早北部地域を会場に柏市が実施した防災訓練の資料が手元に残

っており、その書面上の中身と今回の市が予定する内容を字ズラの範囲で比較すると、柏市

の現在の防災訓練の程度や水準が明らかに当時より相当程度低下しているものと感じます。

市防災担当職員の働き方の変革をなくして、大災害に対応できる柏市の将来を期待するのは

非常に困難です。 

 
1 柏市福祉部福祉政策課（☏04-7167-1131）では日本赤十字社の協賛で、防災テント無償支給を行っています。 

最新の今年度柏市総合防災訓練の概要はコチラから確認できます→ 


